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1.はじめに

19世紀のデンマークの宗教思想家キルケゴール

は､1846年に出版された或る文学評論 (後に一部

が 『現代の批判Aという題のもとに独訳されて有

名 とな った)のなかで､19世紀中葉当時の時代
●●●●●■■●

について､ ｢現代は本質的に分別の時代であり､
●■■●●●■●■●●●●■■●●■●●■●
反省の時代であ り､情熱のない時代であり､束の
●●●●■■■●■●■●■●●●■■■●●●
間の感激に沸き立つことがあっても､やがて抜け
●●●●●■■●■●●●■●●●●■●■●■
目なく無感動の状態におさまってしまうといった

時代である.(1)Jと特徴づけている｡そして､･この

｢情熱のない､分別の時代｣に於いては､ ｢新聞｣

が ｢公衆｣という幻影をつくりだす､とい う ｡

ここでキルケゴールのいう ｢公衆｣とは､なに

者でも無いような抽象的な ｢個人｣の無定形な寄

せ集めを意味 し､したがって今日いうところの ｢大

衆｣ (マス)とほぼ等しい概念である｡今日､キルケ

ゴールの時代とは格段の違いでもって強力､かつ

大規模に､新聞をはじめ写真週刊誌､テ レビなど

｢マス ･コミュニケーション｣は､キルケゴール

のい う ｢水平化｣を徹底しておしすすめている｡

キルケゴールはこのような今日の状況をすでに 1

世紀以上も前に先取的にとらえていたのかもしれ

ない｡

そのキルケゴールが､ 上記の評論のなかで､

｢無名性は現代では恐らく人が考えている以上に

はるかに特徴的な意義をもつ､ほとんど警句的な
(2)

意義をもっているといっていいほどだ｣ という｡

今日､人々は無名でものを書 くはか りでなく､署

名をしながらでさえ､無名でものを書 く｡いや､

それ どころか無名で語 りさえする｡ ドイツでは恋

人たちの手引書があるが､やがてそれに従 って恋
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人同士が腰をおろして無名で語 り合 うことになる

だろう｡｢一人の作家が自分の魂を文体のうちに

集中するように､一人の人間は本来会話のうちに

自分の人格(pers6nlichkeit)を集中するものであ(3)
る｣のに､とい う｡

今日の大衆社会(マス ･ソサイエティー)に於

いても同様に､いやますますもって､人々は各々の

独自の個性をもった人格的主体として語 り行動す

るよりも､アノニマスな個人として他の人々と同

調して語 り､行動する｡アノニマスなアトム的個

々人の抽象的で無定形な塊 り (マス)の意見の方

が､特定の具体的党派､階級､個人の意見､イデ

オロギーよりも､マス ･ソサイエティーでは大き

な力をもつ｡どんな意見でも署名の数が多ければ

多いほど､それは大きな力をもつ｡大衆は今日社

会を動かし､時代を動かすほどの力をもつ ｡ しか

し､誇張して言えば､署名用紙にいかに個々人の

固有の名前 (onoma)が記されていて も､そこに

於いて問題なのはその名前をもつ人間の人格的固

有性ではなく､誰でもいい名前の教だけである｡

そこでキルケゴールは､ ｢公衆はすべての人びと

であってしかも誰でもないところの或る巨大な怪

物であ り､抽象的 な荒涼にして空 しき▲ものであ

る̀3'という｡

しかし､かく語るキルケゴール自身はほとんど

すべての著作を偽名(Pseudonym)で発表したBた

とえば､ 『あれか-これカ封 土｢ヴィクト′L ･-

レミタ｣の､ 『おそれ とおののき』 は ｢沈黙のヨ

-./ネス｣の､ 『反後』は ｢コソスタンチソ･コソ

スタンチウス｣の､ 『哲学的断昆』は ｢ヨ-ソネ

ス ･クリマクス｣の､ 『不安の概念』は ｢ヴィギ

リウス -､ウフこエソシス｣の､ 『人生行路の諸

段芦監帰 ま｢製本屋 ヒラ リウス｣の､ 『死にいたる

病』 と 『キ リス ト教の修晩 卦は ｢アソチ ･クリマ

クス｣の､それぞれ著 として刊行した｡キルケゴー

ルは ｢無名｣のもとではなく､ ｢仮名｣のもとで

語 ったのである｡｢大衆社会｣の萌芽期にキルケ

ゴールは ｢仮名｣_のもとで語らざるをえない必要

性があ ったのにちがいない｡

したが って｢見同義的に見える ｢無名｣と ｢仮名｣

は､或る意味では っきり区別することができる｡

この小論では､この ｢無名｣と ｢仮名｣とい う二

つのタームをキーワー ドとして､現代の ｢大衆社
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会｣のなかの ｢個人｣について考えていきたい｡

2. ~lndividuum一としての ｢個人｣

現代社会を特徴づける言集の一つとして､ ｢大

衆社会｣とい う語が今 日しば しば用いられ る｡

｢大衆社会｣と訳される英語の ｢マス ･ソサイエ

ティー｣の ｢マス｣とは､大量の画一的商品を機

械によって生産することを ｢マス ･プロダクショ

ーt/｣というように､ものの量的な集 まり､すなわ

ち大量の塊 り､を意味する｡集まるもの､集めら

れたものが､人間なら､その場合それは ｢大衆｣

と訳されるのである｡

この ｢マス｣という言葉は語源的には､ギリシ

ア語のJL～aEa(パンの控粉)､あるいは plaqqEEL'

(控ねる) という語に潮ることができる｡したが

って ｢マス｣は不定形の塊 りを意味するが､語源

的に言 ってその不定形の塊 りは､控ねて一定の型

を作ることのできる塊 りということになるであろう｡

型を作るために旨く控ねることができるために

は､人間をできる限 り細い粒子に ミルしてお く必

要がある｡近代の ｢合理システム｣の張日は人間

を､もうこれ以上分割(divide)できない原子的存~

在にまで轟き砕 く｡個人｣を意宋する ìndividual"

という英語は､不可分なもの､すなわち ｢原子｣

を意味する"atomon"のラテン語訳 として使用さ

れた"individuum"(indivisibleなもの)とい う語

に由来するが､まさに近代の ｢合理システム｣は

人間を､原子的存在としての ｢個人｣にまで轟き

砕いていったのである｡

近代の初め､人間の平均化をおしすすめるにあ

たって特に力のあった ｢合理システム｣として､

｢義務兵役制｣と ｢義務教育制｣を挙げることが

できるであろう｡

中世 とい う時代を代表するのが十字軍とい うの

なら､徴兵制による帝国主義戦争は大衆化-の時代

である近代を代表するといえるであろう｡帝国主義

戦争にあって人々は､中世の十字軍や近世の革命

に参加した人々のように何か理念があってそのた

めに武器をとったのではない｡ただ人々は ｢召集

令状｣を受けて､有無を言わ さず戦争に動員され

ていっただけのことである｡その ｢召集令状｣に

は個人の名前が書かれてあり､それこそが召集さ

れる者にとっては一大事であるかもしれないが､



召集する側からいえは､それは誰の名前でもかま

わない､員数さえあえばよいのである｡そして動

員された者は軍隊に於いて教練によって兵士とい

う一定の型へと控ねあげ､練 りあげられていく｡

戦場で死んでも､他の者によって補充がきくよう

な型にはまっていくのである｡こうして､戦場-

と送られていった兵士はそこでアノニマスな者と

して死んでいくのである｡近代の帝国主義戦争の

終末には無名戦士の墓こそよく似合うであろう｡

そして､ ｢義務教育制｣｡よく言えば､義務教

育制は､国民の知的水準をひきあげたといえるか

もしれなし､｡ということは､しかし悪く言えは､

それはすべての人を水準化､すなわちキルケゴー

ルの用語を使えは ｢水平化｣したということでも

ある｡

キルケゴールは､ ｢革命の時代には武器が無料

で配布されたし､十字軍の時代には参加章が広 く

みんなに授けられたものだが､現代ではいたると

ころで､処世法とか諸事便覧 とかの類が無料で

サービスされてい岩5j とい っているが､現在の

日本ではテレビの番組が無料で提供されているし､

さらに文部省検定の教科書が無料で子供たちすべ

てに配布されている｡ ｢学校｣では､軍隊とし､う

｢教育の場｣ほど明らさまに暴力的に人間を鋳型

にはめ込みはしないとはいえ､いや暴力的でない

だけかえってよけいに巧妙に､それは行われる｡

つまり､それは計画的に立てられたプログラムに

従って型通 りの人間を大量生産していくのである｡

型にはめられるのは､一般大衆だけではない｡エ

リートとしてエリートなりにエ リート教育によっ

て型にはめられていく｡いやむしろエリートこそ

型にはまった人間と_なっている｡

｢学校教育｣に於いて子供たちに求められるの

は､各人が自分で ｢考える｣という活動ではなく､

｢計算する｣能力であった り､ ｢教える｣という

形で伝達されるところのイソフォメ-ションを'｢#

解する｣ことであったり､さらに理解したインフ

ォメーションを ｢記憶する｣ことである｡かくし

て今日の学校では生徒たちは与えられたものを計

算したり､躍解したり記憶した りするのに忙しく､

じっくり落ち着いて考える暇がない｡自ら考える

ことなしに､単に教えられるインフォメーション

(information)を無批判に受身的に受けとるだけ

であるのなら､それこそ形(formlにはめられる

のは教科書的知識だけではなく､インフォメーシ

ョンを受けとる者自身が一定の形にはめこまれる

ことになるのである｡

このような学校の管理教育を経た人間は､さら

に卒業後広大な労働管理社会のなかに投げ出され

てい く｡極度に細分化された分業の巨大なメカニ

ズムのなかで､個人はその部品として型にはめら

れ､広大なマス ･ソサイエティーのなかで自分の

｢生きがい｣を兄いだせないまま､漂 う｡ちょう

どいわば相互に分たれ空漠たる虚空のうちに投げ

だされたアトムの如 くに｡

まさにアトムの如 くそれ以上分割不可能なまで

に分かたれた個人は､ ｢誰でも同じ｣無名の者と

して､広大なマス ･ソサイエティーのなかでただ

ただ漂 う｡自らを方向づけ うべき ｢思考｣の能力

はすでに麻痔 してしまっているし､さりとて行動

へと駆 り立てるパ トスをもまた欠いている｡アパ

セティカルでアノニマスな彼らを何かに向って動

かすとしたら､それは一体何か｡マス ･コミュニ

ケーションこそ､それだといえはしないだろうか｡

｢冥想｣という言菜がある｡よく考えるため､

深く考えるためには､静かな処で､目を閉 じ､口

を閉 じて考えなければならない｡逆に言えば､視

覚や聴覚の刺激は､人の気を散らせ､想いに集中

することを妨げる｡マス ･コミュニケーションも

新聞など活字によるものであれは､その読者はそ

れぞれ自分のペースで読み､したがって自分で考

える余裕もあるだろう｡ しかし､テレビ受像横を

前にして私たちは単なる観衆ではないし､単なる

聴衆でもない｡ ｢説衆にして聴衆｣､すなわち ｢視

聴者｣である｡視覚と聴覚の双方が同時に挑発的

に刺激を受ける｡そして視覚と聴覚を通 して流れ

てくる大量のインフォメーシ｡ンに圧倒され､流

される｡その結果､テレビから流れてくるインフ

ォメーションを無批判に受けとり､たわいもない

おしゃべ りをべチャクチャくり返すことになる｡

テレビの画面に登場するレポーターと称する人

間も本来なら公開さるべき公共的な事柄について

は何も報告せずネグレクトしながら､その一方で

スターの離婚話しなど本来公開さるべきでないプ

ライベートなことについてはあつかましく報告し

たてる｡本末転倒しているというべきか､それと
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も､それこそまさにマスコミの本質というべきか｡

とにかく､自一らを動かす思考もパ トスも失 って

アトム的存在として個人は､しかし落着きも失 っ

て､マス ･コミュニケーションによって動かされ

で忙しく動 くのである｡

大衆社会では誰もが同じ所をしたアノニマスな

ものになるが故に､かえって政治家も芸能人も､

そして学者すらも､まずマスコミによって､ ｢名

前｣を､そして ｢顔｣を売ろうとする｡そして､

｢名前｣が､傾 ｣が売れれiiiL ｢名前｣で､ ｢汲｣

で売れ-る｡4本のような商品ですら｡今書店に行け

は､表紙カバーに著者の顔がでっか一(印刷された

いわゆる ｢顔表紙本｣になんと多くお目にかかる

ことであろうか｡

3. P̀ersona~としての ｢個人｣

しかるに､ニーチェは 『人間的な､あまりにも

人間的な』 の第57番のアフォリズムで､ ｢道徳に

おいて人間は自分を分割しえぬもの(individuum)

としてではなく､分割しうるもの(dividuum)とし

て取 り扱 う｣と言 う｡自然にまかせて､動かさ

れて動 くのではなく､自分が定立した法則に自分

を従わせる自律性に､道徳の主体 としての人格

(person)という人間の有り方が存する｡人格は自

己を分裂させ自分が自分に命令するところに成 り

立つのである｡

"Person"(人格)という語は ｢仮面｣を意味す

るラテン語の"persona"という語から由来し､さ

らに､その"persona"はラテン語の前置詞"per"

(通して)とラテン語の動詞"sonare"(昔をたて

る)との合成語の"personare"(通して音をたて

る)という動詞の派生語と推測されるという｡つ

まり仮面を通して語るということである｡道癌的人

格は定言的な命令を自分に命じるところに成立する｡

いや､道徳に於いてのみならず､ ｢生きる｣と

いうことが､生々と生きるということが､自分自

身に対して命令することを必要とするなら､人間

は1個のpersonとして仮面をつけて語ることを必

要としている｡そしてなによりもニーチェ自身が

仮面をつけて語るのに巧みな仮面の巨匠であった｡

ニーチェは言 う｡

｢すべての深きものは仮面を愛する｡それどこ

ろか最も深き事柄は形象や比愉に対し憎悪すら抱
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いている｡『さかさま』 こそが､神の差恥がそれ

を纏いゆ うぜんと歩くべき本当の仮装であるにち

がいないではないか｡もし誰か或る神秘家がこの

ようなことを試みたことがないとしたら､奇異な

ことではないだろうか､と問ってみる価値はある｡

織細な出来事でも､それを粗暴さでもって塞いで

知られないようにする方がよいということもある｡

愛や途方もない度量の行為でも､その記憶を曇ら

せるために梶棒をとってその目撃者をたたきのめ

すこと程賢明なことはないということもある｡多

くの人は自分の記憶を曇らせ虐げることができる｡

その結果少なくとも自分というこの唯一の閑知者

に復讐することができる｡差恥は虚構の才がある｡

人が最もひどく恥 じるのは最もひどいことに対し

てではない｡単に仮面の背後に邪悪な誰計が存す

るだけではない｡設計のうちには多くの善きもの

が存する｡-･--(中略)･･･--深い精神はすべ

て仮面を必要とする｡いやそれ以上に､すべての

深い精神のまわ りには絶えず仮面が増大する｡彼

が与える言葉の､足どりの､生のしるしのすべて

が常に誤 って､すなわち浅薄正解釈されるおかげ

で16'｡

素顔では恥しくて言えないことでも､仮面をつ

けることによって言えることがある｡仮面の背後

に自分の素顔を隠すことによって､かえって自分

の心の奥深 く隠された､例えは愛を､告白するこ

ともできるのである｡まさに仮面は自己を隠すと

ともに顕わにする｡いや自己のうちに深く隠され

たものほど､素面では､仮面なしには語り出すこ

とはできない｡自己の内に探測を蔵するニーチェ

が仮面を愛するのも官なるかなというべきか｡

素面の顔を取 り換えるというわけにはいかない

が､仮面なら取 り換えることができる｡いや ｢で

きる｣というだけでなく､取 り換えるべきである｡

すなわち､ニーチェの言うところによれば､ ｢或

る一つの人格¢inePerson)に執着してはならない｡

たとえ最も愛すべき人格であろうとも｡各々の人

格は牢獄であり､隠れ場でもあ去7J'という｡

人は仮面を通して自分を ｢かたる｣とき､有 り
かた

のままの自分について ｢語る｣とともに､自分自
かた

身をIr偏る｣｡つまり､自分自身を ｢より強 く､

より豊かに､より完全に｣自分自身に見せかける｡

しかも､ただ見せかけるだけではない｡｢人は変



容 し､より強 く､より豊かに､より完全に自分を

自分自身に見せかけて､より完全･.･･･････で有a(8J)
かた

という｡つまり､人間は自分自身を ｢煽る｣こと

によって､より完全な自己-､より高い可能性の

自己-と自分自身を誘惑的に連れていく､つまり
かた

自分を ｢拐る｣のである.道徳的人格も一つの仮

面にすぎない｡道徳的人格という一つの人格に執

着することなしに､多様な仮面をつけ多面的に自

己を形成 していくところに､イモラリス ト､ニ

チェの人格があったのである｡

キルケゴールは先に述べたように､様々の仮名

(pseudonym)を用いてその著作を数多 く公刊した｡

p̀seudonym"は､ギリシア語の̀,¢e石8ostガ(虚偽)

と.'o't,opα " (名前) とから合成された語である｡

つまり､ ｢A君｣､ ｢B君｣､あるいは ｢1号｣､

｢2号｣といったように名前が無いのではなく､

それは虚偽といえど名前である｡そのbseudonym"

をキルケゴールは ｢仮面｣として用いるのであっ

た｡キルケゴールがpseudonym のもとで語るの

は､大衆のなかの誰がしゃべ っても同じようなこ

とについてではないoそのようなことはanonymous

な個人の資格で誰もがおしゃべ りができる｡キル

ケゴールがpseudonymのもとで語ろうとしたのは､

彼の内に秘められた深い内面性についてである｡

様々のpseudonymのもとに自己を拓晦しつつ､同

時にそのpseudonym を通 してキルケゴールは内

なる自己を語 り出しているのである｡すなわち､

そこで語 っているのは､他の誰によっても置き換

えることのできないキルケゴールの宗教的人格で

あった｡

4. ブルジョア的個人の原型としての

｢オデュッセウス｣

古代ギリシァの古典中の古典であるホメーロス

の叙事詩 『オデ ュッセイア』 の第 9巻のなかに､

オデ ュッセウスが ｢アノニム｣ (無名)を ｢ス ユ

ーダニム｣ (仮名) として用いて一眼巨人ポリュ

べ-モスに,トリックをかける場面がある｡

トロイア戟争から帰国の途上とある島に上陸し

たオデュッセウスは 12人の部下と共に知らずにポ リ

ュペーモスの洞穴に入 り､その捕虜になってしま

う｡ 2人ずつ次々食べていくポ リュペ-モスにオ

デュッセウスが自分のもってきた酒をすすめると､

ポ リュべ-モスはこれを飲み干 し､二杯日を要求

し､ オデュッセウスに名前を尋ねた｡ オデュッセウス

が ｢ダレデモナイ｣ (ウーティス) という名前だ

と答えると､ ｢では､酒のお返 しに 『ダレデモナ

イ』 を食べるのは仲間の うちで一番最後にしてや

ろう｣とポリュペーモスは言い､そのまま酔い潰

れて寝てしまった｡これを見たオデュッセウスは､

先を尖 らせた梶棒を火で焼き､それでもってポ リ

ュペ-モスの眼を突き潰 した｡血だらけになった

ポ リュべ-モスは梶棒を眼から引きぬ くと仲間の

キュクローブスたちを大声で呼んだ｡その声を聞

きつけキュクローブスたちが群が り集まって､｢ど

うした｣と尋ねると､ポ1)ユべ-モスは｢陸中レデ

モナイ』 がおれを殺そ うとした｣と答えた｡そ

こで､キュクローブスたちは ｢ダレデモナイのな

ら仕方がない｣ と言 って帰 って しまったので､

オデュッセウスは難を逃れたという｡

戦利品の財宝を績んで帰国する途上難波 し､波

の偶然にひきさらわれて海上をあちこち漂浪し､

数々の冒険のほてに帰国するオデュッセウス に､ホ

ルク-イマ-と7 ドルノほ､リスクを冒して容赦

なく利益を追求するブルジョア的個人の原型をみ

てとる(.9)難波 して集団から離れて孤立し､自然の

暴威に曝された肉体的に非力な個人が､それにも

かかわらずその自然の暴威にうち克つことができ

るには､その自然に自分を合せ自然を脱着する衣

智による他はない｡ ｢実際､オデュッセウス.の主体

は､主体をして主体たらしめる自分のアイデンテ

ィティを否定 し､無定形のもの-の ミミクリーに

ょ,て生命を保持する'1JOとホルク-イマーと7 ド

ルノほ言 う｡

｢ダレデモナイ｣と名の り､無定形なもの-の

ミミクリーによって自然の うちへ融けこんだかの

ように装 うオデュッセウスは､単に例えばシャクト

リムシのように一定の形態 (小枝)-の ミミクリ

ーによって自分の生命を保持 しようとするだけで

はない｡ ｢ダレデモナイ｣と名のって自然の状態

に似せることに於いて一見自然に服するかのよう

にみえて､その実かえってそれによって自分のた

めに自然を操作し､自然を支配せんとするのであ

る｡それは､モズ･ホオジロ.ヨシキリなどの巣にそ

れらに似た卵を産みおとし､托卵するカッコウの

衣智など比べようもないくらいはるかに開けた衣
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智である｡人間理性の狂智は､単に或る一定の形

態-ではなく､無定形なもの-の ミミクリーによ

って､無定形に､すなわちあらゆる方向-と向 っ

て成長せんと企る｡

しかし､ ｢自分のために自分をダレデモナイと

名の り､自然の状態に似せることを自然支配の手

段 として操作するものは倣慢におちいる｣とホ

ルクハイマーと7 ドルノはいう℃'洞穴を遁れ船に

乗 りこんだオデュッセウス も島を離れ沖に出ると､

キュクローブスたちに噸笑の言葉を投げつけ､さ

らに､ ｢キュクローブス､誰か死すべき人の子が

おまえのみ っともない盲になったまっけを尋ねたら､

ラー-ルテースの子､イタケーの住人､町の破壊

者､オデュッセウスがめ くらにしたと言 うのだぞ｣

と､オデュッセウス は自分の本当の名前と由来を明

らかにし長1.3これを聞いたポ ･)ユペ-モスは､天

に両手をさしのべ､ポセイ ドーソに祈 って､言 っ

た｡｢聞いてくれ､大地をゆるがす､黒い髪のポ

セイ ドーン､もしまことにおれがあなたの子で､

あなたがおれの父親だと言われるのなら､ラー-/レ

テースの子､イタケーの住人､町の破壊者オデュッ

セウスが帰国できぬようになし給え｡だがもし自

分の国に帰 り､堅固な造 りの館に着いて､親 しい

人々に会 うのが､かれの運命ならは､部下はみん

な失 って､他人の船で､長い苦労の末に情けない

姿で帰 りつき､家には難儀が待 っているように｣

と｡こう祈るかれの願いをポセイ ドーンは聞きと

どけ､以来終始オデュッセウス を憎み､彼の帰国を

妨害 しつづけた､という｡

ポセイド:/は不定形(amorp_hous)な海神である｡いつT)
｢ダレデモナイ｣と詐 り称 した オデュッセウスは､

その仮面をみずから脱ぎ捨てたとき､海神ポセイ

ドーンの憎しみを買い､かえって実際に不定形な

海に呑み込まれかねない危険に曝されることにな

る｡そのオデュッセウスの姿には､自分の固有の名

前を失い､定形を失 った(amorphousな) 大衆の

うち-呑み込まれ､あるいはあちら-､あるいは

こちら-と何ものかによって動かされて動 く今日

の大衆社会のなかの個人の姿が予言的に示されて

はいないだろうか｡いやむしろ､英雄 オデュッセウ

スなら不定形の海に呑み込まれずに済むかもしれ

ないが､大衆社会の不定形の塊 りに呑み込まれて

しまっているという事態こそ今日の我々の真の姿
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なのかもしれない｡

今日テクノロジーの進歩に伴 って個人としての

人間は.その技術的能力が拡大するにつれ,その

思考による自律性を失い､何か巨大なメカニズム

に組み込まれて動かされて動 くようになってしま
インパーソ ナ ル プロサナウン サブジェクト

ってい声｡非人称的(非人格的)な代名詞が主語

(主体) となって､アトム的個人を動かすように

なるのである｡そしてその非人格的代名詞は漠然

と何かを指し示したまま､何を指 し示すのか問わ

れることなく放置されたままである｡

5. ｢M君｣の場合

たしかに､今日相互に孤立 し無関心となった個
ポテンツ

人の物理的 力は技術的に飛躍的に高まった｡もは

や個人は無限の虚空のうちに裸のままで投げ出さ

れた個人ではない｡それはいわば個室のなかの個

人である｡

今日個人が生きていくために自分で生活に必需

な水や燃料を集めてくる必要はない｡個室のなか

にまで水道やガス管が配管され電線が配線されて

水､ガス､電気が供給されている｡スウィッチ一

つで個室のうちに流れ込んで'くるのは水やガスだ

けではない､テレビからは世界各地からの情報が

流れこんでくる｡そして､電話回線を通じ外の世

界とつなが り､外の世界とコミュニケイ トするこ

とができるのである｡今日個人は､いうなれば個

室の大きさにまで拡大しているのである｡

さらに､ ｢足をもった個室｣ともいうべき自家

用車は､自由に動き回ることができるが故に､実

際の個室以上に ｢拡大された個人｣であるという

ことができるであろう｡個人は､電話､テレビ､

自動車といった道具 (インス トゥルメソト)を自

分の器官 (オーガン) として拡大する｡自動車は

俗によく言われるようにまさに ｢足｣である｡そ

してなるほどマイカーを自分の足 として個人の行

動範囲は飛躍的に拡大したが､しかし果してそれ

によって本当の個人の自由が拡大したことになる

だろうか｡マイカーによって空間的に自由な行動

範囲が拡大したはか りでなく､さらに週休二 日制

などによって労働時間が短縮 し､自由時間も拡大

した｡ しかし､その余暇に人々は画一的に同じよ

うな行楽地へと車でもって殺到する｡その結果は

身動きのとれない串の列｡自由な物確的時間 ･空



間が拡大したとしても､精神の自由な活動がなけ

れば､人間はかえって深 く縛られるという結果に

なることの証左といえるかもしれない｡個人が拡

大したといっても､ただ空しく外-膨張しただけ

にしか､つまり幻想のうちで拡大しただけにしか

すぎないのである｡

しかも､幻想の中で ｢拡大した｣個人は､ア ト

ム的無名の個人､ ｢ダレデモナイ｣ (ノーボディ)

ではなく､ ｢ダレカ｣ (サムボディー)であるよ

うになることを塾を､汝智を働かせる｡オデュッセ

ウスが自然の狂暴な力から身を守るため ､｢ダレ

デモナイ｣を偽名として名のったが､これに対 し

て､大衆社会の中で ｢ダレデモナイ｣無名の個人

は､自己の力の拡大という幻想のなかで､ ｢ダレ

カ｣であることを意志 して､偽名を名のるO ｢今

田勇jlJという偽名を名のったM君の場首長そうで

あった｡

彼 ､M君は､取 り調べ警察署長宛てに提出した

｢上申書｣なるもののなかで､被害者の幼女の一

人を ､ ｢あったかいからとかなんとか言 って声

をかけ自分の事の中にゆ うかいし､云々｣と述べ

ている｡彼の場合､車はやは り動 く ｢個室｣であ

った｡自分の部屋のなかに大人の女性を誘い入れ

るように､幼い女の子を車に誘い入れ､自分のテ

リトリーのなかでいとも易々と兇行に及んだので

ある｡ しかし､M君の事件が､ いかにも情報社会

の現代の事件らしいのほそれから後である｡性的

倒錯の猟奇的な殺人事件なら､現代だけでなく､

たとえば阿部定事件など､過去にいくらでもあっ

た｡ しか し､M君の事件の場合､それにさらにマ

スコミに対する ｢情報操作｣がつけ加わる｡スウ

ィッチひとつで自由に画面操作ができるビデオの

世界に耽溺したM君は､ ｢今田勇子｣という仮名

で ｢犯行声明｣､ ｢告白文｣をマスコミを通 じ発

表 し､情報を操作しようとしたのであった｡

｢今田勇子Jという偽名については､ ｢いまだ

からゆ うぞ｣の語呂合せであるという説､あるい

はM君の本名のローマ字表記のつづ り換え (アナ

グラム)である説等､様々に解釈されている｡い

ずれにしても､言葉の単なる遊びにすぎず､その

仮名は単に名称としての本名だけを反映 している

に過ぎず､人格的内面を反映 していない｡

これに対し､キルケゴールが ｢アンチ ･クリマ

クス｣という偽名を用いる時､表面的な素顔が隠

されることによってかえって隠された内面が表わ

_しだされる｡正岡子規は､啄血 して､血を吐 くよ

うな声で噂くホ トトギスに因んで､ ｢子規｣と号

したのであるが､そこには当時死病とまでいわれ

た結核さえもその種にするところの子規の凄味の

ある話語精神が表われている｡さらにまた彼は､

書物を自分の周 りに取 り散 らかすことの多かった

ので､多くの魚を祭るかのように岸に並べるカワ

ウソの､俗に ｢鋸の祭 り｣と呼ばれる習性になぞ

らえて､みずから ｢瀬祭書屋主人｣とも号したが､

このペンネームからも我々は本名の ｢正岡常規｣

よりもはるかに深く彼の話語に満ちた人間性をう

かがい知ることができるであろう｡親から与えら

れた名前とは異なり､みずから命名する仮名､ペ

ンネーム､雅号などには人はみずからの思想を反

映 させることができるし､反映させようとする｡

仮名でもって彼の臆された深い人格が潜み出るだ

けでなく､人格を深めることもできるのである｡

そして､ ｢ヨ-ソネス ･クリマクス｣という仮

名を使っていたキルケゴールが後になってなぜそ

れに ｢アンチ (皮)｣とい う語 を冠 して ｢アンチ ･

クリマクス｣という仮名を用いるようになったか

我々が問題にする時｡また､ ｢粛祭書屋主人｣と

号していた子規は後に宿病によって寝たきりとな

り､ ｢病林六尺､.これが我世界である｡ しかも此

六尺の病林が余には広過ぎるのである｡僅かに手

を延ばして畳に触れる事はあるが､蒲団の外-まで

足を延ばして体をくつろぐ事 も出来ない｡甚 しい

時は極端の苦痛に苦 しめられ五分も一寸 も体の動

けない事がある｣ と述べていil鉛､そのように

自分の周 りに書物を取 り散らかすことすらできな

くなった子規の心中を､我々が推 し測る時｡その

ような時､我々とキルケゴールの人格や子規の人

格 との問には人格的コミュニケーションが交わさ

れることになるだろう｡

然るに､ ｢今田勇子｣を名乗 ったM君の場合は

どうであろうか｡それは単なる語呂合せか､そ う

でなければ体を表わさない本名の単なるアナグラ

ムでしかない｡反映すべき内面の奥行きをもたな

いまま､単に外-空 しく自己主張 しようとしてい

るにしかすぎない｡それは､中高生が制服のズボ

ンのスソを拡げたり､スカー トのヒダの数を多く
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して自己主張しようとす るのと同じ様に､空しい

自己主張でしかない｡ しかし,空しいとはいえ ｢今

田勇子｣の仮面を通 してともあれ彼は自己主張で

きたと幻想 しえた｡つまり､少なくとも彼は人格

の偽形態(pseudomorph)を形成 しえたのである｡

とにか くそれによって無形態(amorphous)な大衆

から脱け出せたかのように彼は幻想しえたであろ

う｡事実､マスコミは彼の意図したように彼の ｢

犯行声明｣によって躍 った｡彼は幻想のなかで自

己の拡大を確認 したにちがいない｡マスコミが空

騒ぎすればするほど､彼は自己拡大の幻想を膨張

しつづけたにちがいない｡

しかし､彼の自己拡大は所詮幻想のなかでのそ

れでしかなかった｡彼の犯行が暴かれた時､その

幻想はいとも簡単に破 られる｡ しかしすでに一旦

躍り始めたマスコミは､いよいよもって躍る｡報

道カメラマンたちは厚かましくも彼の個室のうち

にまでズカズカ上りこみ､プライバシーの権利を

踏み踊 って､彼のプライバシーを暴き出す｡テレ

ビカメラは大衆-視聴者の眼の代理のような顔を

して厚顔にもM君のプライバシー(いくら凶悪事

件の犯人であってもプライバシーはある､まして

容疑者にすぎない段階であればなおさらである)

を覗き見する｡そしてテレビのレポーターは､視

聴者の代弁人のような顔をして聞き廻 り､うわず

った声で現場から報告する｡その背後からは映画

『地獄の黙示録』さながら- リコプクーのプロペ

ラ音が効果音よろしくいやがうえにも視聴者の好

奇心を煽情する｡その昔の迫力に圧倒されて視聴

者は レポ-タ-と称す る老たちの伝える情報が､

本来自分たちが知 りたがっていたことであるかの

ような錯覚に陥るのである｡自ら仮面をつけて語

るべきものを自らの うちになにももたない一般視

聴者 ･読者､一般大衆はマスコミという代理者-

仮面を得て､マスコミを通して報じられること､ 語

られることが､みずから知りたかったこと､語 りたか

ったことであるかのように錯覚するのである｡

6.問題提起

現代の消費社会は､一昔前のように画一的製品

を大量生産 し大衆に大量供給するのではなく､｢分

衆｣化 した消費者の多様なニーズを把 らえて､多

品種少量生産｣する社会であるともいわれる｡雑
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誌 も､読者の多様なニーズに応えるべ く､かつて

なかったほど多様な雑誌が百花緑乱の如 く咲き競

っているC,しかしそのニーズも先取的に把えられ

たニーズ､マスコミによって創出されたニーズで

しかない｡

今 日の日本の社会は ｢情報資本主義｣というた

わいもないタームがそれでいて妙に真実味を帯び

るなんとも情けない状況にある｡そ ういう時代に

於いて求められる対象は第一次的なモノ､あるい

はモノ的生活諸条件から遊離して､ファッションや

情報､サービスに向けられる｡今日ほとんどの日

本人がもつといわれる ｢中流意識｣は､機械的で

はなく､より柔軟性をもつとはいえやは り画一化

志向をその うちにもつことにちがいない｡提供さ

れる情報､サービスが多種多様にな り､好みによ

る選択の巾ができたというだけのことでしかない｡

｢中流意識｣はマスコミを通 じて一方的に垂れ流

されて くる多種多様な情報によって､流されてい

く｡｢中流意識｣が ｢虚偽意識｣にすぎないので

はないかという一抹の疑念を伴いながら｡

そして､もしそのような ｢虚偽意識｣ではない

かという疑念が一抹でも我々の意識を掠めるなら､

我々は ｢我々を偽柄するgeniusmalignus(準滑な

蛋)は詮か｣と敢えて対決的に問 う必要があるだ

ろう｡なぜなら､敢えて人格対人格の仮面剥奪的

な対決を行わずしては､結局は虚偽意識の流れの

なかでそのまま流されていってしまうことになる

のだから｡

(1990.2.16受理)

付､人名録

キルケゴール S.A.Kierkegaard1813-1855--･

デソマークの宗教思想家｡--ゲルの思弁的合理主義

の立場に反対し､独自の個人主義的信仰の立場を開い

た｡1846年､週刊風刺新聞 rコノレサルjl(｢海賊｣の

意)によって侮辱的な人身攻撃をうける｡キルケゴー

ルの痛烈な市民大衆批判もこの ｢コルサル｣事件が一

因している｡

ニーチェ F.W.Nietzsche1844-1900････ドイツの

思想家｡ヨーロッパ文明によって抑圧された個人や生

の解放を求め､ヨーロッパの伝統と真剣に対決した｡

｢ヨーロッ′くのニヒリズム｣克服の彼の努力は､-イ

デッガーをはじめ現代の多くの哲学者に大きな影響を



あたえている｡主著として Fツァラツストラはか く語

りき』が有名O

ホメ-ロス HomerosB.C.8C.- ･･･古代 ギリシアの

詩人｡ヨーロッパ文学最古にして最大の叙事詩である

Fイリアス』 Fオデュッセイア』の作者とされる｡Fオ

デュッセイア』は英雄オデュッセウスが トロイア戦争

からの帰途難破し､十数年の漂浪の後熔国､彼の留守

中妻に言い寄った男たちを殺致した物語を歌った一大

叙事詩｡

ホルク-イマI M.Horkheimer 1895～19737

ドルノ Th.W.Adorno1903～1969-･ともに ドイツ

のフランクフル ト学派の代表的思想家｡二人は共著

F啓蒙の弁証法』によって現代社会を鋭 く批判した｡

彼らによれば.現代社会においては人間の内なる自然

としての欲求は､抑圧されて､大衆の非合理的衝動へ

と歪曲されるか､さまざまの社会的技術によって操作

されている､という｡

正岡子規 1865-1902･････明治の俳人 ･歌人Q本名常

規 (つねの り)､幼名処之助､のち升 (のはる)｡雅

号は細祭苫屋主人､竹の里人､盗花など数種.短歌 ･

俳句および写生文による文章革新運動を推進 した｡晩

年のほとんど病味に臥すも､死ぬまで旺盛な創作活動

を続けたoF病林六尺 』はその病床の記録である｡
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